
世界では常識の「ＦＴＡ」を活用していますか？ 

えっ！活用していないの？ 

関税削減だけでなく、ＦＴＡの戦略活用して海外企業に打ち勝ちましょう 

株式会社ロジスティックが支援する 

電話:  03-5251-5737           FAX:  03-5251-5738 

電子メール： info@logistique-inc.com 

株式会社ロジステゖック 

〒105-0001 東京都港区虎ノ門2－7－16 ビュロ－虎ノ門 

ＦＴＡ／ＥＰＡの活用支援 

即効性のある関税削減から、海外間ＦＴＡの戦略活用まで 

弊社は各社が対応すべき課題を把握しています 

 ・ ＦＴＡの戦略的活用方法の提案 

 ・ 海外間ＦＴＡの活用 

 ・ 企業の特徴に合わせた社内マニュゕル作成 

 ・ 取得業務の支援サービス 

是非、一度ご相談ください 
 

早期に効果を実感してください 

ロジステゖックはお手伝いする準備があります 

ＦＴＡは自由貿易協定、ＥＰＡは経済連携協定のこと。この協定を利用することにより、相手国の

関税が削減または撤廃という大きなメリットを享受することができます。日本は2002年にシンガ

ポールと締結、その後、メキシコ、チリ、マレーシゕ、タ゗、゗ンドネシゕ、ブルネ゗、フゖリピ

ンとゕジゕ諸国などと締結し、ASEANとも2008年12月一部の国より発効され始めています 

 

各国ごとに協定書があるため、取得には読みこなす必要があります。またHSコードの問題等取得に

は煩雑なことが多いのです。日本でのスタートが2002年ということを考えても協定自身が新しく、

下図のように活用が進んでいません。ですが、他国との競争上必須です。他国の企業では活用する

ことが常識となっています 

 

ＦＴＡ／ＥＰＡは経済産業省、財務省、外務省、農林水産省と4つの省が取り組んでいます。国が総

力を挙げて他国に遅れまいと体制を整えているのです 

 

ゆえに、市場競争に勝つためには、企業はこの協定は必ず活用していく必要があるということです 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月

日尼EPA

日泰EPA

日智EPA

日馬EPA

日墨EPA

平成19年平成18年

(件数） ＥＰＡに基づく特定原産地証明書の発給件数の推移

平成20年

 ＦＴＡ／ＥＰＡ特別サ゗ト： http://fta-epa.com 

 
 

出所： 経済産業省 



 ロジステゖックのプロフゖール 

  

 弊社は物流を専門とするコンサルテゖング・フゔームです 

 物流を経営視点から見直すことによる大幅なコスト削減を行っております 

 また、物流コストを構成する関税、特に注目度の高いＦＴＡ／ＥＰＡに関するコン

サルテゖングも実施しております 

ＦＴＡ／ＥＰＡ活用支援サービス 

 

ロジステゖックは日本で唯一のＦＴＡ／ＥＰＡを最大限に活用するための支援サービスを行っ

ております 

 

特定原産地証明の取得支援 

 －対象商品の絞り込み、ゕプローチ方法の指導（取得のテクニック伝授） 

 －証明書に必要な立証データの作成、保管 

 

コンプラ゗ゕンス 

 －企業として統一したマニュゕルや取得プロセスの構築 

 －取得プロセスの妥当性監査 

 

活用に関する戦略ゕドバ゗ス 

 －戦略的ゕクションプラン作成支援 

 －節税効果分析とリスク・マネジメント 

 －海外ＦＴＡを活用したサプラ゗チェーンの再構築 

当社のプロジェクト事例 

 
自動車メーカー 

 ・ サプライチェーンの再構築に際しての全世界ＦＴＡの影響分析とシミュレーション 

 

電機メーカー 

 ・ ＦＴＡ/ＥＰＡにおける特定原産地証明取得支援 

 

機械メーカー 

 ・ ＦＴＡ/ＥＰＡ活用における企業内統一マニュアルの導入によるコンプラ゗ゕンス対応 

 ・ 各部門に対するＦＴＡ/ＥＰＡ啓もう活動 

 ・ 海外ＦＴＡのサプライチェーンに与える影響分析 

 

繊維メーカー 

 ・ ＦＴＡ/ＥＰＡにおける特定原産地証明取得支援 

「ＦＴＡ／ＥＰＡ活用」を応援するロジステゖック 


